上富田町在住者用
私学助成幼稚園に在園（入園）する児童の保護者の皆様へ
預かり保育の無償利用のご案内
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上富田町 福祉課 子育て支援班　　TEL 0739-34-2373

幼稚園・認定こども園(１号認定)での預かり保育について








預かり保育の利用を希望される方のうち、保護者が就労、病気、介護などのために家庭で十分保育できない事由があり、保育の必要性があると市町村から認定を受けた場合に、利用料が無償化されます。（上限あり）








無償化の対象児童








無償化の対象となるのは、P.３記載の利用基準に該当する方です。


ただし、満３歳児クラス（満３歳になった日から最初の３月３１日まで）の園児は、市町村民税非課税世帯のみが対象となります。





申込方法








申請書類を在園（入園）する幼稚園で受け取り、「子育てのための施設等利用給付認定(変更)申請書 兼 副食費の施設による徴収にかかる補足給付費交付申請書」に保育を必要とする事由を証する書類（就労証明書等）を添えて園にご提出ください。


年度の途中に保育が必要となった場合は、その都度、在籍する園にご提出ください。





保育の必要性の審査及び認定について








保育を必要とする事由に該当する場合は、子育てのための施設等利用給付２号認定（３歳児クラス以上）か３号認定（満３歳児クラス）となります。


保育の必要性が認められると、「施設等利用給付認定通知書」を交付いたします。


認定を受けたあと、保育を必要とする事由等に変更が生じた場合には、「子育てのための施設等利用給付認定(変更)申請書 兼 副食費の施設による徴収にかかる補足給付費交付申請書」と保育を必要とする事由を証する書類（就労証明書等。異動があった方の分のみ）を提出してください。


家庭保育が可能な場合や申請内容に虚偽があった場合などは、認定を取り消すことがあります。





無償化の対象額について








無償化の対象額には上限があります。（令和８年１０月１日から上限額が引き上げられました。）


「１カ月の預かり保育料」と「４９０円×１カ月の利用日数」（月額上限１２，３００円）を比較して、低い額が無償となります。（満３歳児クラスは月額上限１７，７００円です。）


無償化の対象額を超える保育料や、おやつ代は、保護者負担となり、園から徴収されます。





【無償化対象額の算定方法】


 １カ月の利用日数が１０日、１カ月の預かり保育料が４，６００円（１日あたり４６０円）の場合


　　４９０円×１０日＝４，９００円⇒保育料のほうが低いので４，６００円（全額）が無償


 １カ月の利用日数が５日、１カ月の預かり保育料が３，０００円（１日あたり６００円）の場合


　　４９０円×５日＝２，４５０円⇒上限額のほうが低いので２，４５０円


が無償となり、残り５５０円が保護者負担





園児の保護者が次のいずれかに該当し、当該園児の保育を家庭で行うことができないと認められる場合に限り認定が受けられます。該当する証明書等を、保護者全員分ご提出ください。（就労証明書、疾病・障害状況申告書、介護・看護申立書、求職活動申立書が必要な方は園にお申し出ください。）なお、申込み後、家庭状況や就労状況等に変更があった場合は、必ず届け出てください。





(1)労働することを常態としていること。（雇用にて１カ月４８時間以上働いていること。）


⇒就労証明書（全国統一様式）を提出





(2)労働することを常態としていること。（法人以外の自営業《親族経営含む》、農林水産業にて１カ月４８時間以上働いていること。）


⇒就労証明書（全国統一様式）を提出


※民生児童委員の証明の記入、又は保育ができない本人の氏名が記載された直近の


確定申告書（控え）や給与明細書等の就労を証明できる書類の添付が必要です。





(3)妊娠中又は出産後間もないこと。（産前８週から産後８週後の日が属する月の末日ま


で。）


　⇒母子手帳（出産《予定》日及び両親の氏名が記載されたページ）の写し又は出産証


明書を添付して提出





(4)疾病にかかっていること若しくは負傷していること又は障害を有していること。


　⇒疾病や負傷の場合は診断書（治療の期間および「保育が困難である」と明記したも


の）、障害をお持ちの場合は手帳の写し等を添付して疾病・障害状況申告書（町所


定の様式）を提出　





(5)疾病の状態にある又は障害を有する親族を介護していること。


⇒診断書、身体障害者手帳、介護保険証、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳等、介護（看護）の必要が分かる書類（の写し）を添付して介護・看護申立書を提出





(6)震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっていること。


⇒罹災証明書等、確認できる書類（の写し）を提出





(7)求職活動中であること。（認定期間は原則２カ月間です。）


　⇒求職活動申立書「就労証明書について」（町所定の様式）を提出


　　認定の開始日から２０日以内に、ハローワーク受付票等の、求職活動を証明できる


書類（の写し）を提出





(8)就学していること。


⇒在学証明書等、在学や入学を証明できる書類（の写し）と学校が発行した時間割（の写し）を提出





(9)その他　


⇒その他、保育の必要性について客観的事実が確認できる書類を提出














無償化の対象となる利用基準・提出書類
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